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ＧＰ申告情報登録プログラム 簡易取扱説明書

機能の改善点

今回[1100]ＧＰ申告情報登録プログラムを、各プログラムへの転記をスムーズに行えるように
リニューアル致しました。

以前から法人名・住所・電話番号等を各プログラムで入力するのは手間がかかるというご指摘
を受けておりました。その為今回の更新から各法人・個人の情報をＧＰ申告情報登録にて一本
化するように致しました。今後リニューアルするプログラムからは[1100]ＧＰ申告情報登録内
の内容を各申告書へ自動的に転記するようになります。

ＧＰ申告情報登録からの自動転記に対応しているプログラムは、現在[140]事業概況説明書のみ
です。その他の申告書等のプログラムにつきましては、ＧＰ申告情報登録からの自動転記には
未対応ですので、[1100]ＧＰ申告情報登録内の[1]転記を実行していただきますようお願い致し
ます。

例）[140]事業概況説明書
ピンク枠内の項目をＧＰ申告情報登録から自動的に転記してきます。訂正を行う際には
[1100]ＧＰ申告情報登録で行います。
※ＧＰ申告登録を呼び出せるように ＧＰ申告ボタン（Ｆ８)を用意しました。

●ＧＰ申告情報登録を今までご使用されていない場合

ＧＰ申告情報登録への一本化に伴い、[1100]ＧＰ申告情報登録の[2]法人登録もしくは[3]個人
登録を一度開いて頂く必要があります。一度開くことにより、各プログラムから納税地等の必
要なデータを自動的に取り込みますので、わざわざデータを登録する必要はありません。

取り込み先は法人と個人とでは異なり、法人・個人共に以下の優先順に確認し、データが存在
している申告書から転記します。

法人：1.法人税申告書 → 2.消費税申告書
※地方税申告書(ふりがな)、電子申告(利用者識別番号)を取り込みます。

個人：1.確定申告書 → 2.個人決算書 ※電子申告(利用者識別番号)を取り込みます。

作業手順

各作業は以下の順で行います。

[99]税理士登録 → [2]法人登録､または[3]個人登録 → [1]転記
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[99] 税理士登録
法人登録・個人登録の入力の前に[99]税理士登録を行って下さい。ここで登録した内容を
[2]法人登録・[3]個人登録へ転記します。
この登録はF9プログラム共通で使用します。

最大５件まで登録可能です。登録した情報は各申告書等に転記するだけでなく、[1130]関
与先名簿、[1140]従業員名簿に連動してます。

※主たる税理士を一番上(０)に登録して下さい。自動的に法人登録・個人登録へ転記しま
ゼロ

す。

※今まで[99]税理士登録を使用していない場合、以下の優先順位でデータを取り込みます。
1.電子申告 → 2.法人税申告書 → 3.確定申告書

税理士番号
数字６桁

利用者識別番号
数字１６桁(e-Tax用)

利用ID(地方税)
数字１１桁(Eltax用)

氏名又は名称
漢字２０文字

事務所名
漢字２０文字
※主に届出書で使用

事務所所在地
上下段各漢字２０文字

所轄税務署
漢字５文字

税理士会
漢字４文字

支部
漢字５文字

[2]法人登録の入力
画面を開きます。

[3]個人登録の入力

画面を開きます。
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[２] 法人登録の注意点
法人の場合の登録画面です。
[100]法人税申告書をはじめ、各申告書で必要なデータをここで登録します。
[1]転記を実行することにより各プログラムへデータを転記します。
(※[140]事業概況説明書へは自動転記します。)

※赤字の『 』項目は電子申告必須項目ですので、電子申告する場合は必ず入力して下さい。※

※今まで[2]法人登録を使用していない場合、以下の優先順位でデータを取り込みます。

1.法人税申告書 → 2.消費税申告書
※地方税申告書(ふりがな)、電子申告(利用者識別番号)を取り込みます

[2]法人登録
事業年度
事業年度を入力します。
※必ず入力して下さい。

年分
申告年度を入力します。

課税期間 ※消費税申告書用
課税期間を入力します。

会計読期間
実際に仕訳入力している
期間になります。通常１年間

中間申告期間
中間申告がない場合は入力不要

法人区分
普通法人・公益法人・協同組合
のいずれかを選択します。
(初期値は普通法人)

申告区分
青色か白色かを選択します。
(初期値は青色)

利用者識別番号
電子申告(ETAX)で利用します。
16桁

利用ID(地方税)
地方税(ElTAX)で利用します。
11桁

法人名
法人名を入力します｡
漢字20文字
※｢ふりがな｣は地方税用です

敬称
関与先名簿において印刷時に
宛名シールにて対応。

[1]転記の画面

を開きます。

[99]税理士登録の

画面を開きます。
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還付先金融機関
金融機関を登録しておけば、還
付先が必要な際に各プログラム
へ転記します。

税理士等
事業年度の入力がある場合、税
理士登録より自動的に転記しま
す。
登録番号が空欄の場合、税理士
登録の『０』を転記します。

関与開始年月日
関与開始の年月日を入力して下
さい。関与先名簿に連動してい
ます。

連結法人登録
連結法人がある場合には入力
します。
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[３] 個人登録の注意点
個人の場合の登録画面です。
[330]確定申告書をはじめ、各申告書で必要なデータをここで登録します。
[1]転記を実行することにより各プログラムへデータを転記します。

※赤字の『 』項目は電子申告必須項目ですので、電子申告する場合は必ず入力して下さい。※

※今まで[3]個人登録を使用していない場合、以下の優先順位でデータを取り込みます。

（ ）1.確定申告書 → 2.個人決算書 青色(一般→不動産→農業) → 収支(一般→不動産→農業)
※電子申告(利用者識別番号)を取り込みます

[３] 個人登録

事業年度
事業年度を入力します。
※必ず入力して下さい。

年分
申告年度を入力します。

課税期間 ※消費税申告書用
課税期間を入力します。

会計読期間
実際に仕訳入力している
期間になります。通常１年間

中間申告期間
中間申告がない場合は入力不要

申告区分
青色か白色かを選択します。
(初期値は青色)

利用者識別番号
電子申告(ETAX)で利用します。
16桁

氏名・住所
漢字20文字

敬称
関与先名簿において印刷時に
宛名シールにて対応。

自宅・事業所等区分
自宅・事業所・事務所・居所を
選択します。
選択した項目によって確定申告書
への住所の転記が変わります。

性別
男・女を選択します。
(初期値は男)

[1]転記の画面

を開きます。

[99]税理士登録の

画面を開きます。
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還付先金融機関
金融機関を登録しておけば、還
付先が必要な際に各プログラム
へ転記します。

税理士等
事業年度の入力がある場合、税
理士登録より自動的に転記しま
す｡
登録番号が空欄の場合、税理士
登録の『０』を転記します。

関与開始年月日
関与開始の年月日を入力して下
さい。関与先名簿に連動してい
ます。
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[１] 転記の注意点
[2]法人登録・[3]個人登録で登録した内容を指定したプログラムへ転記します。
転記画面は、法人と個人とでは選択できるプログラムが変わります。
(グレーになった項目は転記できません)

※今後、開発していくシステムにつきましては転記作業を行わなくても各プログラムで法人か
個人かを見て、各プログラムにデータを取り込みます （届出書を除く）。
尚、[140]事業概況説明書については今回の更新から自動転記をするようになっています。

[1] 転記

法人用
転記項目

法人個人
共通項目

個人用
転記項目

転記実行 を押すと下図を表示します。

選択した申告書へデータを転記する
には、 Ｆ４:継続 を押します。

※転記先に既にデータがある場合は
上書きとなりますのでご注意下さい。

法人か個人かを

選択します。

転記を行う申告書を選択後

転記実行を押して下さい。


